
訪問看護師がどのように
心理的安全性を確保しな
がら、看取り支援を行っ

ているのか？患者様は、「人生の最期を自宅で迎えたい」と想いつつ
も「急変時の対応や入院先の確保の心配」等、良く話されます。今回
は、訪問看護師がどのように心理的安全性を確保しながら在宅支援し

ているのか？その方法として、在宅医やケアマネジャー・ヘルパーも含めてSNS
を活用し連携をとり、訪問看護師の心理的安全性を確保し、より良い在宅終末
期看護が出来たことをお話させて頂ける時間を作っていただき嬉しかったです。

大阪府看護協会
府北支部研修活動 第16号

研修担当者 (府北役員)
土井 佐知子・松下 奈美

東口 すみ江・恵 愛・西森 麻喜子

社会医療法人愛仁会 高槻病院
松下 奈美 様

今回の研修は「退院翌日にご自宅で亡くなられ
た方への支援～在宅での他職種連携」をテーマ
に、訪問診療と訪問看護それぞれの支援の実際
を報告して頂きました。施設から退院した患者
さんがどのように過ごしているのか、そして自
宅で安心して生活できるために地域でどのよう
に連携し支援しているのかがよくわかる内容で
した。地域看護師のみならず、施設看護師に
とっても今後の患者さんとの関わりや、地域連
携時に活かすことができる研修となりました。

『施設代表者同士の顔の見える関係の構築と施設の退院支援の取り組み』と『第9回 看看連携研修の報告』

2023年12月末日

済生会茨木訪問看護ステーション
西森 麻喜子 様

藤田胃腸科病院
副院長兼看護部長 西尾久美子 様

施設紹介および在宅復帰への取り組みを紹介

今回の研修は、終末期を在宅で過ご
し したい独居の患者とそれを叶えたい家
族に寄り添った好事例でした。今後の加速する高
齢化社会の中で、こうした事例の蓄積や共有が重
要だと感じました。

社会医療法人愛仁会
愛仁会リハビリテーション病院

理事 森田 眞由美

・終末期の事例検討。家族ケア
・エンゲージメント向上につながる取り組み事例研修などがあれば是非参加したいです
・外来と在宅の連携について
・とても今回の発表を聴く機会が有り難いと感じたので、再度お話が聴ける機会があれ
ばいいと思いました。ありがとうございました。

・がん患者の看取りが在宅でできることは大変うれしく感じました。私自身も親の在宅
での看取りを希望しましたが、ハードルが高く協力してくれる施設がありませんでし
た。今後も在宅での看取りの症例の発表を継続して頂き、病院で出来ることを考えて
行きたいとおもいます。とても貴重な症例ありがとうございました。

茨木診療所 諸石 小百合 様

ご協力いただきありがとうございました。

・改定後の介護保険
・実践に活かすフィジカルアセスメント
・災害時の地域連携
・発表お疲れ様でした。今後地域包括ケアシステムを推進する上でま
すます看看連携が重要になってきます。病院、施設、在宅、また職
種を超えた様々な連携、繋がりができるような研修の継続が必要と
思います。ありがとうございました。

今希望する研修を教えて頂けますか？ （9 件のご回答）

次回研修会：人材育成セミナー
（オンライン研修）

12月23日(土)14時～16時予定

アンケート結果

府北支部内の医療機関の代表者が顔の見える関
係性づくりと在宅復帰支援の取り組みと看看連
携研修での事例紹介を今回はご案内しました。
個々の患者様・ご家族さまの様々な状況やニー
ズに対応する看護師の姿に感銘を受けています。

編集後記 府北支部書記 青野 裕子

・今回の事例のように在宅への移行に調整時間ないままでも訪
問診療・訪問看護が決まれば看取りはできる

・訪問診療は決して安価ではない。後期高齢者医療でも2割3割
負担の方も多く、医療費が大きな負担となっている。お金の
心配なく医療提供ができる社会保障が必要と考える

施設紹介

コロナ禍での訪問診療

事例①

８６歳 女性 夫と二人暮らし。

５年前に胃癌、胃全摘後自宅で夫が介護を行っていた。要介護

１であるが、サービスの利用はなし。

４月より寝たきり状態で食思不振、6/6意識レベル低下あり、救

急搬送となった。脱水強く、るい痩著明。

４月より寝たきり状態で食思不振、6/6意識レベル低下あり、救

急搬送となった。脱水強く、るい痩著明。

入院時、夫・娘と今後の方針について面談し、

夫の希望 ①２人で入れる病院、施設（夫は介護保険未申請）

②自宅 介護サービス導入の必要性を説明し了承。

・経口摂取が困難であり、胃管管理が必要であったが施設では対応困難。

・夫の希望が夫婦2人で入れる病院、施設であったが、二人のADLに差が

あり、病院への入院は夫は難しい。

・施設では胃管管理が難しく、胃管を抜くことで栄養管理ができなくな

ると、生命維持が困難となる。

・長年連れ添った夫婦二人で共に過ごしたいという夫の気持ちに他のご

家族がどう反応されるかということ。

・夫の思いが強く、本人の意見を聞けていない事

問題点の抽出へ


